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給食と食物アレルギーの意見書 

　日本小児アレルギー学会は、文科省と協議して、食物アレルギーの厳密な診断と給食の着実な対応を薦めています。これを受け、札幌市の小中学校は、今年から医師による意見書を求めています。

　乳幼児例の大半は、年月が経つと反応が弱まり、検査値が下がる頃には（阻止抗体の増加などで）治まります。意見書のためにしばらく振りで来院されるお子さんは、症状がほぼ落ち着いています。除去は不便ですが、慣れれば栄養の心配も薄らいで、症状が出るより増しと考えがちです。家族だけでの生活なら栄養面さえ気をつければ良いのですが、集団生活となると話は別です。調理スタッフが微量混入を防ぎながら幾つものメニューを作るのは大変なのです。また、食べるとどんな症状が出てどう対処したら良いかは、先生達には伝えておく必要があります。検査値が改善し症状が出たのが十分以前なら、給食に出る量を目標に注意深く負荷テストします。結果が陰性なら家で続けて食べてみます。それで時々悪くなれば、体調をみて分量を加減したり抗アレルギー剤を飲む方法もあります。因果関係を理解できる子なら、仮に給食で症状が出ても、軽いものなら自分にもクラスメートにも貴重な体験になります。しかし、より大切なのは、周りの大人達がよく話し合い互いの立場を理解して丁寧に子育てすることです。

